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 発作性心房細動に対しカテーテルアブレーションを施行した 71 例を対象とした。心疾患を持つ症例


















が( 治療前: 1.64±0.80 pT, 治療翌日: 1.47±0.84 pT, 8週間後: 1.28±0.69 pT, 24週間後: 1.24±0.64 
pT; P<0.0001)、再発群においては治療後も有意な変化が認められなかった (治療前: 1.80±0.71 pT, 治
療翌日: 1.63±0.78 pT, 8週間後: 1.74±0.71 pT, 24週間後: 1.82±0.77 pT; P=0.7)。再発群は、非再発
群に比較して 8週間後 (P=0.02)、24週間後 (P=0.005) に有意差を持って高い値を示した。右房成分の
最大磁場強度は、非再発群において治療前(2.54±1.14 pT)から治療翌日(2.95±1.39 pT)にかけて上昇し、
8週間後 (2.17±0.82 pT)、24週間後 (2.13±0.83 pT) には治療前よりも低下した (P<0.0001)。しかし、
再発群では治療前 (2.58±1.18 pT)に比較して治療翌日 (3.20±1.39 pT) に上昇し 24 週間後 (3.11±
1.27 pT) まで持続して高い値を示した (P=0.04)。また、再発群は、非再発群に比較して 8週間後と 24
週間後において有意差を持って高い値を示した (P=0.001)。BMI、心房細動罹病期間、治療 8週間後の
左房成分・右房成分の最大磁場強度における多変量解析によって、治療 8週間後の右房成分の最大磁場



























平成 27 年 10 月 13 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
